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資料１-３ 

 

不要設備の解体撤去の考え方と進捗状況 

 

 

(１) 大型解体室解体撤去工事 

大型解体室解体撤去工事については、令和６年９月から現地工事に着手しており、令和７年３月

末までに大型解体室の装置・機器類約 177tの解体撤去工事を完了させる予定です。 

別紙１－１に解体撤去の進捗状況、別紙１－２に大型解体室の解体撤去状況として、既に解体撤去

した装置とこれから解体撤去する装置の配置を示しています。また、別紙１－３に解体撤去前と撤

去後の写真を示しており、令和７年２月末時点で解体撤去対象装置 31基すべての解体撤去を終え、

払出し用トレイに収納すべく切断中であり、無害化処理認定施設への払出し量としては 181.6ｔと

なっており解体撤去工事を安全に完了させるところです。 

なお、解体撤去作業前のＰＣＢ濃度については、令和６年６月３日測定の 1.5 ㎍/㎥であり、作

業中については 12 月５日測定の 1.3,2.2 ㎍/㎥でありました（表－１）。作業前に比べ測定点によ

り高い・低いはありますが、ＰＣＢの作業環境管理濃度としては問題ないレベルと考えています。 

 

表－１ 大型解体室解体撤去工事 ＰＣＢ作業環境測定結果について 

 作業前 作業中 作業後 

測定年月日 令和 6年 6月 3日 令和 6年 12月 5日 測定予定 

Ｂ１：ＰＣＢ濃度 (㎍/㎥) 1.5 1.3 測定予定 

Ｂ２：ＰＣＢ濃度 (㎍/㎥) 1.5 2.2 測定予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＰＣＢの作業環境管理濃度とは、作業従事者の作業環境を守るための一つの指標です。 

作業環境中のＰＣＢ濃度が作業環境管理濃度 10 ㎍/㎥を超える場合には作業従事者の安全衛生管理のため、「安衛法」、

「特化則」及び「ＰＣＢ廃棄物の処理作業における安全衛生対策要綱」等により作業環境を改善するための必要な措置

を講じることとされています。 

例えば、解体撤去工事では作業環境管理濃度 10 ㎍/㎥を超える場合には保護具として必ず全面体を着用することとな

ります。 

 

測定点：Ｂ１
測定点：Ｂ２
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(２) 保温材の払出し 

令和７年度から実施する本格的なプラント設備解体撤去工事をスムーズに進めるため、停止して

いる設備の保温材から随時撤去することとしており、別紙２に蒸留設備の保温材撤去について、保

温材の取外し前から、保温材の取外し中、取外し後の保温材の袋詰め等の各工程の写真を示します。 

袋詰めした保温材については、ＰＣＢ付着状況調査を実施し、その結果により産業廃棄物処理施

設または無害化処理認定施設へ払い出します。 

現在は、高濃度ＰＣＢ付着レベルのものを取り扱っていた蒸留設備の保温材の払出しを行ってい

るため、無害化処理認定施設へ５トン払出しを実施しました。 

 

(３) 洗浄の結果 

 ①循環洗浄 

抜油設備の大型コンデンサ用洗浄溶剤バッファ槽循環ラインについて、循環洗浄を実施しま

したので、別紙３－１に循環洗浄ラインと洗浄結果等を示します。 

循環洗浄については、洗浄溶液 2,000ℓを用い３時間の循環洗浄を２回実施した結果、循環液

の濃度は 11,000mg/kg から 11 mg/kg に低減できました。併せて、洗浄後のタンクについては

マンホールから手の届く範囲で拭き取り試験を実施したところ、タンク内壁面の濃度は＜1.0 ㎍

/100 ㎠（4 か所共）、マンホール部の濃度は＜1.0 ㎍/100 ㎠（3 か所共）となりました。 

 ②浸漬洗浄 

抜油設備の KC－500 ラインについて、浸漬洗浄を実施しましたので、別紙３－２に浸漬洗浄

ラインと洗浄結果等を示します。 

   浸漬洗浄については、洗浄溶液 170ℓで５回洗浄を実施した結果、浸漬液の濃度は 16,000 

mg/kg から 68 mg/kg に低減できました。浸漬洗浄後、配管の撤去時に配管内の拭き取り試験を

実施したところ 4.3 と 3.7 ㎍/100 ㎠でした。 

 

(４) 抜油設備等の真空加熱分離装置（ＶＴＲ）による無害化処理 

別紙４－１に大型抜油室の抜油設備の配管及び自動弁等の解体撤去工事前後の写真を一例として

示します。 

循環洗浄または浸漬洗浄を実施した抜油設備等の配管、弁類及びポンプ等を解体撤去し、真空加

熱分離装置（VTR）による無害化処理を約 8.6t実施し、当該処理物については売却を予定してい

ます。参考として、別紙４－２に抜油設備等の VTR による無害化処理について、VTR に挿入する

ケースへの積込み、VTR による無害化処理、VTR 処理物の測定及び払出しまでの各工程を写真及

びイラストにて示しています。 

  なお、抜油設備の他、蒸留設備、中間処理設備についても、循環洗浄と浸漬洗浄実施した配管、

ポンプ、圧力計元弁、ストレーナー、タンク類並びにベントラインを取り外して VTR による無害

化処理を行います。VTR 処理見込量としては別紙４－３に示すとおり約 300t を想定しています。 

  但し、タンク類について、作業員がタンク内に入って清掃できる大きさのものは、切断して VTR

による無害化処理するより、有姿のまま払い出した方が安全で効果的・効率的なので、タンク内を

徹底的に清掃したうえで低濃度ＰＣＢ付着レベルを確認して有姿のまま無害化処理認定施設へ払

い出したいと考えています。 
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(５) 大阪ＰＣＢ処理事業所ＰＣＢ廃棄物処理施設の解体撤去の概略工程及び工期並びに 

令和６、７年度のプラント設備解体撤去工事について 

大阪ＰＣＢ処理事業所ＰＣＢ廃棄物処理施設の概略工程及び工期については、令和６年 12月４

日開催の大阪ＰＣＢ廃棄物処理事業監視部会でお示ししたものを別紙５－１として再掲載していま

す。 

近々の解体撤去工事については、令和６、７年度のプラント設備解体撤去工事として予定を別紙

５－２にお示ししています。抜油設備解体撤去工事については令和６年８月末で完了しており、令

和６年度中に蒸留設備及び中間処理設備の保温材及び足場の必要ない低い箇所の配管等を撤去す

ることとしています。なお、有姿のまま払い出すタンク以外の配管等については、令和７年度に解

体撤去する予定としています。 

また、VTR 設備については、従前から廃活性炭等を処理していました C、D 号機の PCB 付着

濃度が高いと考えられますので、まず、D 号機を令和７年度当初から VTR 本体以外の設備につい

て解体撤去します。解体撤去物の VTR による無害化処理の進捗によりますが、C 号機についても

同様に令和７年 11 月から解体撤去に着手したいと考えています。 

 

(６)解体撤去廃棄物の処理状況 

施設の解体撤去工事により発生する解体撤去物は、小型解体室で 93t、大型解体室では 181.6t

（令和７年２月末時点）となっていますが、PCB が付着した配管やタンク類の洗浄などの除去分

別に伴い廃アルカリ、洗浄油が発生します。また、VTR や液処理施設等の処理施設の稼働に伴い

廃活性炭、保護具、ウエスなどの廃棄物が発生します。これらの廃棄物の令和６年度（令和７年２

月末時点）の処理状況は表－２、有価物は表－３のとおりです。 

 

表－２ 令和６年度解体撤去の廃棄物の処理状況         （R7.2 末） 

（単位：トン） 

 

表－３ 令和６年度解体撤去の有価物の処理状況    （R7.2 末） 

 

（単位：トン） 

種　類 合計量

有価物

(VTR処理)
金属(配管類等) 55.1

処理対象物 処理方法 種　類 合計量

金属くず、洗浄廃液、保温材

無害化処理認定施設 廃アルカリ、低沸油等、

廃活性炭、保護具・シート類

自所処理

(VTR処理)

廃粉末活性炭

タール・廃低沸点油
60.1

274.9

解体撤去廃棄物
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(７) 環境・安全評価委員会開催状況 

前回の監視部会（令和６年 12月）以降に、弊社「ＰＣＢ廃棄物処理施設解体撤去工事等に係る

環境・安全評価実施規程」に基づき開催された環境・安全評価（ＳＡ）委員会での案件は２件です。 

① 中間処理設備解体撤去工事（令和６年 12月開催） 

② 蒸留設備解体撤去工事（令和７年１月開催） 


